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PDA(携帯情報端末)を操作に用い、デスクトップ計算機のディスプレイをWebページの表示に用いて対話的
にWWW検索を行うシステム PocketCartaを開発した。ユーザは PDA上にノードで表現されたキーワー
ドを重ね合わせて、もしくは並べて配置することによって検索条件を構成する。検索した結果、Web ペー
ジがデスクトップ計算機上のディスプレイに表示され、同時に PDA上でキーワードの候補をユーザに提示
する。

1 はじめに

近年、日常の中でWWW 検索を行う機会が多く

なっている。また、PDAや携帯電話などの小型デバ
イスからインターネットへアクセスし、WWW検索
を行うするユーザも増加している。これらのデバイス

の多様化に併い、使用するデバイスに応じてWWW
検索の方法も多様化されている。

奥村らは新しい検索の手法として、対話的に

WWW 検索を行うことの出来るシステム Carta[1]
を開発した。Cartaはデスクトップ計算機での動作
を前提としている。我々は Cartaの対話的な検索の
手法が PDA などの小型デバイスでの WWW 検索

に適していると考え、PocketCartaの開発を行った。
PocketCartaは、操作を PDAで、Webページの閲
覧をデスクトップ計算機で行うシステムである。

2 対話型検索システムCarta

Cartaは対話的に検索条件 (クエリー)の指定を行
うWWW検索システムである。Cartaにおけるキー
ワードの表現にはノードと呼ばれるアイコンが用い

られる。ノードを重ね合わせる (and表現)、または
並べて配置する (or表現)ことによって検索条件が表
現される。また、Webページとキーワード候補の二
つが検索結果としてユーザに提示される。

Cartaの画面はユーザインタフェースとブラウザ
画面の二つで構成される。ユーザインタフェースは

以下の部分によって構成される。

• クエリー作成部: ノードを重ね合わせる、もし

くは並べて配置することによって検索条件を作

成する。

• 検索結果部: 次の検索に使用するキーワードの

候補を検索結果としてユーザに提示する。クエ

リー作成部でノードを操作して検索条件を変更

する度に、検索結果部に表示される候補が更新

される。

検索結果部に表示されるキーワード候補は、

Google検索結果における上位 10ページの本文
に含まれる単語のうち、多く含まれている単語

が選ばれる。

• 履歴部: 検索条件として利用したキーワードの

一覧が表示され、再利用することが出来る。

ユーザは以下の操作のうちのいずれかを用いて、

ノードを追加する。

• クエリー作成部上段にあるテキストボックスに
キーワードを入力する。

• 履歴部からキーワードを一つ選択してノードを
作成する。

• 検索結果部に提示されたキーワードの中から一
つを選択する。
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検索条件が変更されると、CartaはGoogle等の検
索エンジンへ検索条件を送信し、検索結果の第一位

となったWebページをブラウザ上に表示する。同時
に、次回の検索に用いるためのキーワード候補を検

索結果としてユーザに提示する。

3 PocketCarta - PDAへのCartaの適
用

我々は、ノードを用いた WWW 検索システム

CartaをPDA上で動作させるためのシステム “Pock-
etCarta(ポケットカルタ)”の開発を行った。操作は
スタイラスと呼ばれるペン状のデバイスを用いて画

面上を直接操作することによって行われる。図 1は
本システムの動作イメージである。

図 1: PocketCartaの動作イメージ

Cartaはノード表示部、キーワード入力部、履歴
部を単一の画面上で構成しているが、PDA上で単一
の画面構成を行った場合、BabyFace問題 [2]が生じ
てシステムの操作や表示が困難になる。

この問題を解決するため、PocketCartaはノード
表示モードとキーワード入力モード、そして履歴モー

ドの三つの画面を、必要に応じて切り替えることに

よってWWW検索を行う。ノード表示モードはノー
ドの操作を行うためのモードであり、本システム内

で最も多く使われる (図 2)。キーワード入力モードは
新しいノードを作成するためのモードである (図 3)。
履歴モードは、今までに構成した検索条件の中で使

用されたキーワードの中から新しいノードを作成す

るためのモードである (図 4)。

また、検索結果において第一位となったWebペー
ジは、近くにあるデスクトップ計算機の画面上にあ

るブラウザに表示される。

PocketCartaを用いた具体的な検索の手順を以下
に示す。ここでは、ユーザは健康に関する情報をWeb
で収集することを目標とする。

図 2: ノード表
示モード

図 3: キーワー
ド入力モード

図 4: 履歴モー
ド

図 5: 初期状

態

図 6: キーワー
ドの入力

図 7: ノードの
生成

(1)初期状態

PocketCartaを起動すると、最初にノード表示モー
ドが表示される (図 5)。この時点では、ノードは生
成されていない。ユーザはノードを作成するために

Newボタンをタップしてキーワード入力モードに切

り替える。

(2)ノードの生成

ユーザはノードを作成するために Newボタンを押

してキーワード入力モードに切り替える (図 6)。ユー
ザは健康に関する情報を集めたいので、キーワード

に「健康」と入力して Enter ボタンをタップする。

このとき画面はノード表示モードに再び切り替わる。

図 7は Enterボタンをタップした直後の画面であ

る。ノード表示部に「健康」のノードが生成されて

いる。ここでユーザが Searchボタンをタップするこ

とにより、検索が開始される。

(3)キーワードの取得

検索の結果、検索条件「健康」に対する Google 検
索結果の最上位Webページがブラウザ上に表示され
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図 8: 「健康」による検索結果

図 9: 検索結果
の取得

る (図 8)。同時に、キーワードの一覧をノードとして
ユーザに提示する (図 9)。ユーザの作成した検索条
件と PocketCartaの提示したキーワード候補との間
に明確な区別をつけるため、ユーザの使用したキー

ワードを赤色のノード、キーワード候補を青色のノー

ドで表示している。ユーザは青色のノードから、新

しく検索条件に追加するノードを選択する。この場

合、ユーザは次に使用する検索キーワードとして「生

きがい」を選択した。

(4)検索条件の再構成

図 10: 重ね合わ
せ 図 11: 「健康 and生きがい」に

よる検索結果

図 10は「健康」に「生きがい」をドラッグ＆ドロッ
プを用いて重ね合わせることによって、新しい検索

条件「健康 and 生きがい」を作成した。
Searchボタンをタップすることによって検索キー
ワードが更新され、検索条件「健康 and 生きがい」
に対する Google検索結果の最上位にあるWebペー
ジがブラウザ上に表示された (図 11)。同時に、「健
康」と「生きがい」に関係のある単語がキーワード

として提示される。なお、この時点で「生きがい」の

図 12: システムの構成

ノードの色は青色から赤色へ変化し、新たに提示さ

れたキーワードとの区別を明確にする。

(5)ノードの消去

検索条件として用いられている赤色のノードを消

去する場合、消去を実行したいノードを赤いライン

の右側へドラッグ＆ドロップする。

(6)履歴キーワードの利用

ユーザが検索条件として使用したキーワード (赤色
のノード)は履歴として保存され、再利用を行うこと
が出来る。

履歴モードへの切り替えは、メニューから「Hist」
を選択することによって行う。

以上の操作を繰り返すことによって、ユーザは様々

な検索条件を構成しながらWeb検索を行う。

4 システムの実装

PocketCartaのシステム構成は図 12のようになる。

PocketCartaは、PDA上のユーザインタフェース
部とデスクトップ計算機上の検索部、そして両者と

通信やWebページの表示を行う中継部の三つから構
成されている。

ユーザインタフェース部は Java2 Micro Edition
CLDC/MIDPによって実装され、Palm OS 3.5以上
の PDAで動作する。

検索部とPDAとの連携を行うために、中継部を実
装した。中継部は Java Servletによって実装されて
おり、PDAと検索部との間での通信を担当する。ま
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た、ブラウザを用いてデスクトップの画面上にWeb
ページの表示を行う。中継部のディスプレイとして

想定される環境は、デスクトップ計算機の画面や、プ

ロジェクタによってスクリーンに投影された画面等

が挙げられる。

PocketCartaを用いた検索は以下の順で行われる。

1. ユーザインタフェース部で作成された検索条件
は中継部を介して検索部に渡される。検索部は

Googleなどの検索エンジンに問い合わせ、検索
エンジンの検索結果Webページからテキスト全
文を取得する。

2. 検索部は、取得した検索結果Webページから上
位 10サイトの URLを抽出し、各サイトにアク
セスする。アクセスに成功したWebページの本
文をテキストとして取得する。同時に、最上位

Webページ URLを取得して、中継部のブラウ
ザに表示する。

3. 検索部は、取得してきた各ページの本文を形態
素解析ツールである茶筅 [3]を用いて形態素ごと
に分解する。

4. 茶筅から出力された形態素のリストから名詞と
未知語 (主に ASCII文字で書かれた語や茶筅の
辞書に含まれない名詞が含まれる)を取り出し、
出現頻度の上位 8語を中継部を介してユーザイ
ンタフェース部の検索結果部へ提示する。

なお、検索部と中継部は同一計算機上で実装する

ことも出来る。

5 適用例

デスクトップ計算機上における利用を想定してい

た Cartaと比較して、PocketCartaは以下の用途に
利用出来ると考えられる。

• PDAを操作に、デスクトップの画面をWebペー
ジの表示に用いる環境において、PDAをリモコ
ンとして利用し、テレビのチャンネルを変更す

る感覚でWebページのブラウジングを行うこと
が出来る。

• Webページ表示用のディスプレイとして大画面
を利用することによって、大画面を見ている複

数人のユーザがキーワード候補について互いに

意見を交換しながらWWW検索を行うことが

出来る。

今後、PDAをリモコンとして用いながらWebブ
ラウジングを行うためには、中継部のディスプレイ

に表示されたWebページを PDAで操作するための
ユーザインタフェースを作ることが必要であると考

えられる。

6 関連研究

PDAなどの小型デバイスを用いてWWWブラウ
ジングを行う関連研究として、WithAir[4]やリモー
トディスプレイ [5]が挙げられる。

モバイルサーチエンジンWithAirはモバイル端末
における文字入力などの操作コストを減らすための

工夫として、キーワードナビを用いて人気キーワー

ドの候補を提示している。WithAirと PocketCarta
との共通点は、入力の困難な小型のデバイスにおけ

る文字入力などのコストを抑えてWeb検索・閲覧を
行なえる点にある。

リモートディスプレイは、携帯電話を用いて街の

各所にあるディスプレイにアクセスし、情報の提示

や閲覧に利用するシステムである。本研究と共通す

る点としては、モバイル端末を用いてディスプレイ

へ接続し、Webブラウジングを行う点にある。今後、
街にディスプレイが増えてきた場合、リモートディ

スプレイと同様の利用法が PocketCartaでも可能に
なると考えられる。

7 まとめと今後の課題

対話的WWW検索システム Cartaのユーザイン
タフェースをPDAに実装したシステムPocketCarta
を開発した。Cartaを小型デバイス上へ適用する際に
生じる操作や表示の問題を解決するために、Cartaで
単一の画面上に構成されていたユーザインタフェー

スをノード表示モード、キーワード入力モード、履歴

モードの三つに分けて実装を行った。

今後の展望としては、大画面を表示、PDAを操作
に用いている作業環境を活かして、PDAを複数人が
同時に使用し、大画面上に表示されたコンテンツを

もとにしてコラボレーションを行う複数人協調検索

システムを開発することが考えられる。
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